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2005.04.03 今さら聞けない＝二酸化炭素　なかったら、地球の気温マイナス１８度 朝日

04.07 国立環境研究所　「地球とくらし」のシンポジウム 日刊工業新聞

04.19 海洋研究開発機構　北海道十勝沖　メタン放出跡を発見　温暖化との関係究明 日刊工業新聞

04.20 滋賀県　水域環境優秀研究者を表彰 日経テレコン２１

04.25 日本主導で３R推進へ　　２８日から初の閣僚会合 毎日

04.25 海洋研究開発機構　メタンハイドレース層崩壊・メタン放出形跡を発見 化学工業日報

04.28 「隣」の外来生物　（５）＝クワガタムシ　子供に人気、大量輸入 朝日

04.29 政府が行動計画　廃棄物対策でアジアと協力 日経

04.30 生態系機能の６割「悪化」　世界の科学者参加　２４項目を包括評価 読売

05.02 環境省　幹線道路、排ガス被害の実態は？　児童１万６０００人健康調査　ぜんそくなど因果関係解明へ 読売

05.05 ニュースで知る経済　変わる温暖化防止　CO2抑制うねり広がる　米国　日本　欧州　中国 日経

05.10 環境省と国立環境研究所　ナノテク会議開催 日刊工業新聞

05.11 東大教授ら　アレルギー促す「仕組み」を解明　新治療法に期待 朝日

05.11 国家戦略を考える＝自覚なき無資源国家（１８）　環境、省エネ日中共同で 読売

05.13 中央環境審議会　長期目標　気温上昇　産業革命前比２度以下に 読売

05.19 見えてきた環境新技術（上）　電気自動車　電池が進歩、速く遠くへ 朝日

05.21 気象庁ホームページの紫外線予報って？　強さと人体への影響を指標に 読売

05.23 第１５回環境ホルモン学会講演会開催 化学工業日報

05.23 中環審　温暖化防止長期目標　専門委が２次報告「２度抑制」検討基準に 電気新聞

05.24 国立環境研究所、シンポジウム２００５開催 化学工業日報

05.25 国立環境研究所　6月環境月間で無料シンポジウム開催 電気新聞

05.28 「木曽川うかい」の犬山市　ウミウ人工繁殖へ　供給ピンチ教訓、初の試み 中日新聞

05.29 環境ルネサンス＝中池見湿地どう保全　ＬＮＧ基地建設計画中止、敦賀市に寄付 朝日

06.03 こだわりの旅＝北海道・ふるさと銀河鉄道　星に一番近い鉄路巡り　来年４月廃線「すてきな思い出残して」 産経

06.05 地球号は今（１０）＝高山植物消失の危機 日経

06.06 東京・京都でシンポジウム　温室効果ガス８０％源考える 朝日

06.07 官民入札「市場化テスト」　独立行政法人に導入　来年度からまず２４候補民間開放促す 日経

06.08 温暖化深刻　酸性化する海水、崩れる南極の棚氷・・・気温上昇「２度以内」に 読売

06.10 ダイキン工業の空気清浄技術　アレルギー症状悪化抑制に効果 朝日

06.10 ダイキン工業、空気清浄機の搭載技術　「花粉症悪化の物質弱める」 産経

06.10 ダイキン工業　空気浄化技術搭載機種増す　放電でアレルギー抑制 毎日

06.10 ダイキン工業など実証　ストリーマ放電に「あアジュバンド効果」抑制効果　花粉症の悪化を防止!? 日刊工業新聞

06.10 ダイキンのフラッシュストリーマ技術　花粉症の抑制に効果 電波新聞

06.10 ダイキン工業が実証　全空調商品に技術展開　ＤＥＰによるアジュバンド効果　ストリーマ放電が抑制 化学工業日報

06.10 ダイキン工業　プラズマ放電技術　アレルギー抑制実証　清浄機搭載機能で 電気新聞

06.10 ダイキン工業　吹き流し放電技術　アレルギー悪化抑制　排ガスＤＥＰで実証 フジサンケイビジネスアイ

06.11 宇宙天気研究に頭脳結集　北海道　陸別町での会合に国内外から２０人 北海道新聞

06.19 地球号は今（１２）＝稲作のメタン量、水が左右 日経

06.20 ＮＩＥ特集　自然の力生命の力（３）＝外来生物の脅威　外来種の影響深刻　持ち込んだ人間に責任 読売

06.20 国立環境研究所　施設が完成　ディーゼル排ガス中の微粒子　健康影響を動物実験 日経テレコン２１

06.23 政府、秋に関連法案　１万人、非公務員に　４０独立行政法人対象 日経

06.24 女性研究者　採用機会拡大目指す政府　数値目標設定や育林など整備急げ 読売

06.30 「地球温暖化」テーマにＧ８サミット　「ポスト京都」どうする　ＥＵ　米国　日本　途上国 朝日

06.30 中央環境審議会専門委文献レビュー　炭素リーケージ　排出取引で緩和も　影響なお５－２０％ 化学工業日報

06.30 精留塔＝環境問題 化学工業日報

07.03 地球号は今（１４）＝マラリア蚊、温暖化で襲来 日経

07.04 温室効果ガス削減　環境省が"率先垂範"０６年度末めど０１年度比７％実行計画を策定 化学工業日報

07.07 輸入クワガタ危険　在来種に病気感染　環境省が規制も検討 毎日

07.08 国立環境研究所調査　札幌の小学生、那覇より日焼け　紫外線Ｂ、外遊びの時間影響 朝日

07.13 国立環境研究所　２３日施設公開 化学工業日報

07.13 国立環境研究所　２３日に「環境研」イベント開催 日刊工業新聞

07.15 国立環境研究所　夏の一般公開　２３日、入場無料 電気新聞

07.16 ダム建設魚種減らす　道内河川推計1割減　小型回遊魚影響大きく　茨城・国立環境研究所のチーム 北海道新聞

07.19 国立環境研究所　施設公開と体験イベント開催 日刊工業新聞

（資料５３）研究所関係新聞記事一覧
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07.20 環境省　地球温暖化　国内の被害　対策費用を試算　健康・農業など５分野 日経

07.21 北海道医療大など　ディーゼル車排ガス粒子　毒性物質の正体解明 北海道新聞

07.21 環境件など　ディーゼル粒子　毒性の正体解明　「ニトロフェノール類」で血圧など影響 東京新聞

07.21 国立環境研など　ディーゼル粒子毒性物質を解明 日経

07.22 海洋機構など　地球温暖化で８０年後予測　黒潮の流れ、３０％速まる 日刊工業新聞

07.22 海洋研究開発機構　ＣＯ２、2倍なら黒潮３０％加速　スパコン予測　稚魚、沿岸に戻れない？ 産経

07.22 海洋研究開発機構予測　８０年後の黒潮流域予測　温暖化でサンマ漁獲量減 日経テレコン２１

07.23 進む地球温暖化　北大でシンポジウム　深刻な現状に警鐘　感染症の拡大を懸念 市民の取り組み有効 北海道新聞

07.24 地球号は今（１７）＝コメとサンマ時給できず？ 日経

07.25 地球温暖化進むと・・・黒潮の流れ３０％早く 読売

07.25 海洋開発研究機構など地球シュミレーター活用　高解像度モデルで予測　黒潮の流れ今世紀後半に３０％加速 化学工業日報

08.01 国立環境研が０４年度版年報　重点研究課題など１０分野を報告 化学工業日報

08.01 国立環境研が設置　　沖縄にエアゾル層観測拠点 化学工業日報

08.02 アスベスト渦　不作為のとがめ（下）＝被害「第二幕」強まる不安 日経

08.07 光化学スモッグ発生しやすい時期　注意報出たら外遊び×　気温高く風弱い日に発生　うがい・洗眼し安静に 朝日

08.11 竹の内産廃撤去見送り　浅野史郎知事「徹底的に説明」住民からは批判の声 河北新報

08.13 カブトムシ輸入が激増　「ムシキング」人気引き金　5年で2000→56万匹　生態系破壊の懸念も 日経

08.14 外国産クワガタ　子供たち主役・・・「規制見送り」昆虫ブーム無視出来ず　環境省「捨てないで・・・」 産経

08.14 環境省　初の超長期ビジョン フジサンケイビジネスアイ

08.15 検証アスベスト禍　全容把握は難しくまず建築年確認を　対策急ぐ産業界代替品を使い分け 日経

08.16 エアロゾル観測所　沖縄・辺戸岬に開設　国立環境研究所 朝日

08.16 国立環境研究所　「巻貝の雄性化」検証を　有機スズの内分泌かく乱　生殖以上で仮説 化学工業日報

08.18 25億円投じた茨城県開発の浄化槽　普及2年で1基　関係者「何のための研究か」 毎日

08.18 一年間に浴びる紫外線量　札幌市の子供、那覇市上回る　夏、長く外出　国立環境研究所「防止工夫策を」 北海道新聞

08.20 安心は取り戻せるか　村田・竹の内産廃恒久対策（上）県のあせり 河北新報

08.23 日本水大賞募集開始　「水の惑星」永遠に　滋賀県琵琶湖「うおの会」　楽しみながら生態調査 読売

08.24 つくばエクスプレスきょう開業　“IT・科学線”目指せ　サイエンスツアー計画も 読売

08.28 地球号は今　尾瀬の景観　一変の可能性 日経

08.30 国立環境研究所などが予測手法開発　世界各地の豪雨　温暖化でこうなる 日経テレコン２１

08.30 地球温暖化原因　英国など豪雨増　日英共同研究 産経

08.30 温暖化進むと　日本は集中豪雨　中国・米国渇水も　国立環境研究所が解析 読売

08.30 国立環境研究所がメカニズム解明　地球温暖化で水蒸気増加　集中豪雨の原因に 日刊工業新聞

08.31 国立環境研究所　複数モデル解析し予測　地球温暖化　豪雨リスク　広範囲で高まる 電気新聞

09.01 米バトンルージュ　大型ハリケーン　家族離ればなれ　避難所には金属探知機 毎日

09.03 米ハリケーン　温暖化を考える契機に 南日本新聞

09.03 国立環境研究所　温暖化で予測　豪雨の降水量、英国などで贈 フジサンケイビジネスアイ

09.05 温暖化進んだ場合の21世紀末　日本の年間降水量10%増　国立環境研の研究で判明 毎日

09.08 温暖化　世界で豪雨招く 毎日

09.09 アスベストによる健康被害問題　大気中濃度の基準設けて 読売

09.09 世紀末は雨量増　年平均では10%　国立環境研究所 朝日

09.11 地球号は今　熱帯低気圧、温暖化で増大 日経

09.15 国連大学など２１日　POPｓ国際会議開催 化学工業日報

09.16 排水浄化技術にナノテク応用へ　神奈川科技アカデミー 日経

09.18 地球号は今　摩周湖、透明度低下の謎 日経

09.18 野生動物専門医　増井さんら認定　学会、日本に初導入 朝日

09.26 アジアの温暖化　監視体制を整備　環境省、来年度から 日経

09.26 黄砂の環境影響解明へ　含有シリカを定量測定　遠隔技術　輸送量など観測正確に 化学工業日報

10.02 地球号は今（２７）＝　有害物質、地球規模で汚染 日経

10.03 塩事業センター　「製造基準」を年内へ策定へ　ポジティブリスト対応にも　海水は環境ＧＩＳを活用 食品新聞

10.04 環境省　温暖化　「適応策」を検討　経済への影響最小化探る 日刊工業新聞

10.22 「水生生物調査」に転換期　インターネット導入で参加しやすく　水質判定に課題も 読売

10.24 野生化危ぐ、外国産カブト、クワガタ　輸入の規制か、飼育モラルか　環境省は検討継続 中日新聞

10.25 国立環境研究所が公開　シンポＤＶＤ頒布 化学工業日報

10.26 ＪＡＬ　大気観測で社会貢献　大型旅客機５機運用　最先端の装置搭載 日刊工業新聞

10.27 お騒がせ外来生物（６）＝ウチダザリガニ　「お荷物」一任、有害解除 朝日

11.03 京都市　家庭ごみから水素ガス　８年後の発電利用へ研究 毎日
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11.03 家庭生ゴミから水素ガス　京都市、実用化研究を開始 日刊工業新聞

11.04 上空のCO2　旅客機で測定　世界初　温暖化解明に期待 読売

11.06 地球号は今（３２）＝　中国の大気汚染、日本へ 日経

11.10 国立環境研究所推計　原発増やさずにＣＯ２を７０％削減 東京新聞

11.13 地球号は今　アオコ大量発生「死の湖」に 日経

11.13 公費の行方　検査報告から（下）＝独立法人、進まぬ効率化 読売

11.14 こども大変時代＝第３章　環境が変わる環境が変える　環境省が３大都市圏で調査　自動車排出ガスの影響 産経

11.14 見えてきた!!ナノテク（３０）＝豊田工業　超精密加工機　ダイキン工業　ストリーマ放電 日刊工業日報

11.16 国立環境研究所など　越境大気汚染、定量的に解明　地表オゾン変化に緯度依存症 化学工業日報

11.25 フェリス女学院大学　シンポジウム「地球温暖化は私たちに何をもたらすか生活通し考えるきっかけに 建設通信新聞

11.29 ポスト京都の課題（３）＝マケラシュ合意　余談許さぬ不順守ルール　途上国は適応問題に関心 日刊工業新聞

12.01 国環研など　CO2連続測定　旅客機で初成功 日経

12.01 科学技術振興機構　公募型研究開発選定　曽根原登国立情報研究所教授ら９件 日刊工業新聞

12.01 ２１世紀の気鋭＝国立環境研究所・環境健康研究領域健康指標研究室長　平野靖史郎氏　粒子物質の健康影響 日経テレコン２１

12.01 国立環境研究所　ＪＡＬなど　ＣＯ２観測　定期航空機利用に成功　温暖化研究に活用 日刊工業新聞

12.03 国立環境研究所　民間旅客機でＣＯ２観測 フジサンケイビジネスアイ

12.05 国立環境研究所　地球温暖化メカニズム解明へ　定期航空便でCO2を初観測 毎日

12.05 エコワールド＝国立環境研究所主任研究員の町田敏暢さん　地球規模で解明へ 日刊工業新聞

12.06 国立環境研究所グループなど　ＣＯ２濃度　測定装置連続観測　民間航空機を利用 化学工業日報

12.07 １９独立行政法人　国立博物館など　来年度から非公務員に　行革重要方針原案 毎日

12.08 カナダＡＢＢ　ＪＡＸＡ観測衛星向け大気分析装置を受注 日刊工業新聞

12.08 ＡＢＢ「ゴーサット」向けガス分析装置受注 化学工業日報

12.09 温暖化でデング熱運ぶ蚊、北上中　環境省、提言策定へ　リスク対策　専門家結集 朝日

12.19 富栄養化進むメコン川　稲作に多量の窒素肥料投入 毎日

12.19 ０５みやぎ回顧（６）＝竹の内産廃処分問題　住民不在で進む対策 河北新報

12.24 “川の住環境”マップ作り　魚の生息状況や水質など　コンピュータで分析 読売

12.27 東京電力　ガスコージェネ初受注　沼津でＥＳＣＯ 電気新聞

12.29 私の視点＝東京工業大学大学院社会理工学研究科助教授　蟹江憲史　環境外交　日本も確固たる方針を示す時 朝日

2006.01.01 歌川広重「名所江戸百景」１５０年　「絵になる風景」江戸に原点　変動の歴史　浮世絵が映す 日経

01.20 国立環境研究所が実験　ナノ粒子　気管内投与で他臓器に移動　実験 日経

01.20 国立環境研究所　マウスで確認　ナノ粒子　気管→肝臓・腎臓へ 毎日

01.23 CO2地中固定化に注目　温暖化対策で期待　リスク、コストに課題　新潟・長岡で実証試験 毎日

01.24 容器包装リサイクル法見直し　費用負担に終始　減量論議不十分 毎日

01.25 異変最前線＝第１部　よみがえれ人と地球（３）　“耐寒型”オニヒトデ大発生 読売

01.30 京都議定書発効１周年　各地でイベント開催　脱温暖化を多角的に議論 化学工業日報

02.01 寝屋川市のNGO調べ　小学生のぜんそく　NO2濃度　基準内でも高発症率 毎日

02.02 ヨコタ東北に米国の気候保護賞　ＣＯ２排出抑制に貢献 山形新聞

02.17 温暖化防ぐ社会研究　日英で対策プロジェクト 日経

02.17 京都議定書発効１年　日英、国際協力を狙い　２０５０年CO２半減へ共同研究 毎日

02.17 日英が共同研究　温室効果ガス半減へ　２０５０年目標　複数シナリオ提示 毎日

02.17 日・英両政府　脱温暖化で共同研究　長期ロードマップ作成 化学工業日報

02.19 今さら聞けない＝オゾンホール　規制しても続く原因のフロン排出 朝日

02.20 環境省がシンポ　英国と共催　京都議定書発効１年　脱温暖化の方策探る 電気新聞

02.21 ことしは黄砂襲来？　４年ぶり、大陸に強い高気圧　ピークは４月頃　植林対策も限界 東京新聞

02.21 国立環境研究所　北海道大学　新測定装置を開発　各種ＶＯＣ同時・即時に 化学工業日報

02.22 国立環境研究所　物質フロー分析で研究集会 日刊工業

02.26 サバから高級マグロ誕生　生殖巣“乗っ取り”希少種量産に道 日経テレコン２１

02.28 京都議定書発効１年　温室効果ガス　「６％削減」への助走 読売

03.01 慶大電気自動車研の挑戦　未来を創る＝第1部　環境技術（７）エンジニア　企業の思想飛び出せ 神奈川新聞

03.07 東大・京大などが研究機構　「環境」「成長」共存探る 日経

03.08 東大などが設置へ　環境保全と豊かさ両立探る研究機構 読売

03.08 国立環境研究所と北海道大学　ＶＯＣの測定装置を開発 日刊建設工業新聞

03.10 国立環境研究所　持続可能な社会　大学連携組織に協力機関で参画 電気新聞

03.14 国立環境研究所　ＩＲ３Ｓに参画 化学工業日報

03.15 Q、温暖化の原因は？　オゾン層破壊か　CO2か　正解１割　多くが混同 読売

03.19 地球号は今（５０）＝希少種、バイオテクで復活 日経



年月日 タイトル 新聞社名

03.19 電磁波　家電は安全レベル　心配なら避ける工夫を 東京新聞

03.26 見晴台＝誤解多い「省エネ」の意義 読売

03.28 生活塾＝マイブーム　春の自然観察　五感で「芽吹き」を実感 読売

03.30 国立環境研究所公開シンポジウム２００６ 化学工業日報

03.30 海鳥大量死　油成分はC重油　国立研究所特定 北海道新聞


